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　12月６日、古川町コミュニティセン

ターで、「第３回飛騨市探究フェス」を

開催しました。今年度のテーマは、「見

て、聞いて、感じて、みんなの“夢中”が

あふれる１日」。市内の子どもから大

人までが、日頃取り組んでいる学びや

チャレンジを持ち寄る学びの祭典と

して、当日は幅広い世代の方にご参加

いただき、会場全体がワクワクとした

熱気に包まれました。

◆多様な形で探究の成果を披露

　会場では、プレゼン発表をはじめ、

展示ブース、出店ブース、体験ブース

など、さまざまな形で探究活動の成果

が披露されました。メインステージで

の探究実践発表には、過去最多となる

12チームが参加。市内の小学生・中学

生・高校生に加え、地域で活動する

大人のチームも登壇し、それぞれの

「夢中」が伝わる発表が行われました。

　都竹市長による講評では、「探究の

レベルが年々高まっている」「実践を

伝えたいという思いが強く感じられ

る素晴らしい発表だった」との言葉が

伝えられました。

◆広がる学ぶ楽しさ

　今回は「飛騨市民カレッジ」ともコ

ラボし、出張講座を開講。来場者が体

験を通して学ぶ楽しさに触れる姿が

多く見られました。探究に取り組む人

の輪が着実に広がるとともに、飛騨市

で育つ子どもたちにつけたい力が、確

かに育っていることを実感しました。

　今後も「探究フェス」が、夢中になれ

る学びを地域で共有し、学ぶ楽しさが

さらに広がっていくきっかけとなる

ことを願っています。

探究の成果を堂々と発表する子どもたち

みんなが育て みんなが育つ 魅力あるまち

学ぶ楽しさ共有！「飛騨市探究フェス」を開催！
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大人気の「探Qラーメン」を笑顔で味わう来場者
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　相続に関して、自宅で思い立った

時の手軽さで、自筆での遺言書を

作っている人も多いのではないで

しょうか。

　しかし、手軽であるがゆえに法的

に不備であったり、解釈のズレが生

まれやすいということもあります。

　例えば、よくある自筆での遺言書

のミスとして「日付の書き方」です。

「令和８年１月吉日」は無効となりま

す。「令和８年１月１日」と正確な年

月日を明記します。

　また、財産や受取人の特定が曖昧

で、「長男に家を相続させる」といっ

た記述では不明確であり、家の住所

や登記情報、長男の氏名などが明記

されていることが必要です。

　国では、デジタル遺言書の導入を

検討していますが、現時点では、自筆

での遺言書作成は本人の手書きが原

則となり、パソコンなどでつくられ

たものは無効です。

　「財産が少ないから大丈夫」「何と

なく伝えているから安心」と思い込

んでいた家庭ほど小さな誤解や不満

が大きな対立に発展することもあり

ます。

　「兄は大学への費用を出しても

らった」「弟は家を買う時に援助して

もらった」「私は両親の介護を一人で

行ってきた」など、家族であってもそ

れぞれの思いが行き違ったままで

は、不信感への火種となってしまう

ものです。

　相続は、思っている以上に「感情」が

関わるもの。だからこそ少しでも早

い段階で情報を整理し、家族みんな

で話し合っておくことが大切です。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

円満な相続のために

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その71＞

お申し込みは下記まで

■２月27日（金）　13:30 ～ 15:00

■神岡町コミュニティセンター

終活セミナー

それそろ終活しませんか

不妊治療について

理解を深めましょう

連載の庭

　日本産科婦人科学会では、生殖年

齢の男女が、避妊せず定期的に性生

活を送っているにもかかわらず、１

年以上妊娠に至らない場合を、「不妊

症」としています。

　不妊にはさまざまな原因がありま

すが、加齢もその１つです。近年では

晩婚化が進み、男女ともに子どもを

望む年齢が高くなっていることもあ

り、不妊で悩むカップルが増えてい

ます。日本では、4.4組に１組が不妊

に悩んでいると言われています。実

は、不妊はとても身近なことであり、

みんなで理解しておくことが大切で

す。

　妊娠を希望されており心配になっ

た場合には、早めに検査・治療を受

けること、そして正しい知識を持ち

ましょう。

　また、不妊治療のハードルを高く

する理由のひとつに、仕事との両立

の難しさがあります。周囲が理解し

サポートすることも必要です。

　不妊治療の種類は、「一般不妊治

療」と「生殖補助医療（特定不妊治

療）」に大きく分けることができま

す。

　「一般不妊治療」とは、タイミング

法や人工授精などの治療、「生殖補助

医療（特定不妊治療）」は、体外受精・

顕微授精の治療を指します。

　通常、一般不妊治療を一定期間行

い妊娠に至らない場合、カップルの

年齢やライフスタイルなどを考慮し

ながら、生殖補助医療に移っていき

ます。

　治療は子どもを望むカップルに

とって大切な選択肢となりますが、

金額的な負担や遠方の医療機関への

通院など負担も大きくなっていま

す。　

　2022年４月から、不妊治療は保険

適用となりました。また県・市では

特定不妊治療費助成（生殖補助医療

対象）・不育症治療費助成をおこなっ

ています。市では一般不妊治療費助

成、また特定不妊治療・不育症治療

で遠方の医療機関に通院が必要とな

る場合に、通院費の助成も行ってい

ます。

　これから治療を開始したいという

方は、助成についてお話しさせてい

ただきますので、１度保健センター

へご相談ください。

保健センター

0577-73-2948
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昨年10月26日、地域支援部と研修企

画部合同で、防災士のスキルアップ

研修を行いました。23名が参加し、過

去に災害が起きた市内の現場５箇所

を視察。今回は、その研修内容をお伝

えします。

　まず、ハートピア古川でマンホー

ルトイレや防災備蓄倉庫についての

話を聞きました。その後、過去に起き

た災害現場まで車で移動しながら研

修をしました。

　この日は天気が悪く、雨が強く

なったり弱くなったりしていまし

た。宮川の増水した濁流を見ながら、

リアルな怖さを感じました。

　今回の視察研修を通じて、災害の

恐ろしさを改めて実感することがで

き、こうして学んだことを市民の皆

さんに伝える役目があると感じてい

ます。

　地元に住むからこそ、その土地の

特性や過去の災害を理解すること

は、災害の予測や対策に役立てられ

ます。

　飛騨市防災士会として、これから

も防災について発信していきます。

おまかせさん

飛騨の
おまかせさん

飛騨の防災防災

　防災普及部企画の「防災タウン

ウォッチング」では、たくさんの

子どもたちが参加をしてくれま

した。

　今年度は古川西小学校校区（谷

区・袈裟丸区）をまわりました。

　それぞれの学校で学んだ防災

の知識を堂々と話す子がたくさ

ん！日頃の防災教育の大切さを

改めて感じました。
危機管理課の職員が講師に

連載の庭


